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工　　業

事業所数・従業者数の推移

産業別製造品出荷額等の構成比の変化
　　　　　（従業者 4人以上の事業所）

（工　業）

昭和40年

519億円

食料･飲料
27.5％

パルプ･紙
17.8％製材

15.6％

繊維
9.9％

金属
8.4％

その他の製品その他の製品その他の製品その他の製品
20.820.8％

昭和60年

7,717億円

食料･飲料
23.4％
食料･飲料
23.4％

パルプ･紙
9.3％

製材
3.4％

繊維
3.9％

金属
5.3％

21.121.1％

平成22年

8,428億円

その他の製品
16.3％ 

食料・飲料
15.7％ 

電子部品・
デバイス
28.6％ 

その他の製品
16.3％ 

資料　経済産業省「工業統計調査」※昭和60年の「電気機械」には、平成22年の「電子部品・デバイス」及び
　「情報通信機械」も含まれる。

平成
18年

19 20 21 22

（事業所） （人）事業所数 従業者数

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

製造品
出荷額等

従業者数

事業所数 食料品
繊維
金属

電
生産用機械
子部品・デバイス
電気機械

木材
窯業・土石

その他
印刷

電気機械
33.6％
電気機械
33.6％

0

32000

36000

34000

38000

40000

42000

0

900

1000

1100

1200

1300

14.3

21.2

21.1 8.5 6.2 6.0 5.3 4.5

10.3 4.0 19.6

12.8

2.6

14.3

21.2

21.1 8.5 8.2 6.2 6.0 5.3 4.5

10.3 5.6 4.0 19.6

12.8 3.9

2.6

8.9 4.6 26.6

8.2 24.5

30.7

2.3

28.628.6

1.8 2.0 1.0

2.0 2.2 2.5

食料・飲料
15.7％ 

電子部品・
デバイス
28.6％ 

電気機械
12.8％ 
電気機械
12.8％ 情報通信機械

10.7％ 

パルプ・紙
9.5％

パルプ・紙
9.5％

金属
3.9％ 

生産用機械
2.6％ 
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　平成 22 年の工業統計調査によると、
事業所数は 951 事業所、従業者数は
34,273 人で、平成 21 年に比べ、事業所
数は 26 事業所、従業者数は 284 人の減
少となっています。
　産業別製造品出荷額等の構成比の変化
を見ると、昭和 40 年は「食料・飲料」、
昭和 60年は「電気機械」、平成 22年は「電
子部品・デバイス」の占める割合が最も
高くなっています。

産業別事業所数、従業者数、製造品出荷額等の構成比（平成 22年）




